R. S. Thomas in Aberdaron : Japanese translations of his poems, "Pre-Cambrian\u27, "In Great Waters" and "Perhaps" by 佐野 博美 & Sano Hiromi
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AberdaronのR.S.トマス―詩の翻訳とコメント―
佐 野 博 美
R.S. Thomas in Aberdaron - Japanese translations of his



















































































































































































お そ ら く
かれの悟性が澄んだ鏡であったなら
覗き込めば神の機械装置が
そこに像を結んだことだろう
それは神のあるべき場所を
ただ空虚に映していた 頭という道具に
神を回復する確かな力はなかった
そんな鏡を覗いてみても 霧の山道を
歩くようなもの 高く登れば登るほど
視界はますます悪くなる
背後のあの気配が無ければ
絶望だって出来たのだ
鏡を曇らせたあの息 それが
その人の生身の証 さらには
直覚を疑う心を疑うこと- これが
神を求める者の次の一歩であったのだろうか
後退る迷妄の境界に妨げられても
神の意図の存在を
ほしいままに信じることが ･･･
決して強いることなくあらゆる手で迫る力
空気のようでも何故か逆らえない力
に屈することが ･･･ 恋する者の貴賓な眼ぎしからは
隠された見えない目をじっと見上げて
おおいなる者の遍在を信じることが ･･･
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